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ごい抑制されているというか、自制心が凄いなと。読者としては、作者からす

ごい信頼を寄せられたような手応えがありました。まさに最前線。

峰尾　良く見たらアレですね、「もう何がなんだか…」とか先生言ってますか

らね（図６－２）。

卯月　「分かってくれた」とかじゃなくて、一回失敗した、切断されたと思っ

てたコミュニケーションが、縁が上手く繋げてくれたおかげで、コミュニケー

ションがとにかく続いたことに対する喜びですよね。相手が内面を分かってく

れたとか、そういうのとは違うわけですね。

やご　そういう意味でも、描写が主観でなく関係性の方に寄っている感じで。

このへん構図も本当にすばらしい。

・ゆずこのスベリ芸

卯月　夜鷹君はどうですか？

夜鷹　2 巻のダイバー回（2巻 p.51-58）とか好きなんですけどね。センター

カラーの回ですね。

月読　あー、ダイバーね、いいですよねー！

夜鷹　最初にゆずこがひとネタ考えてからくるという、いきなりメタコミュニ

ケーション的なところから始まって。で、ゆずこがやってきて、スベる訳です

よ（図７）。すべるんだけど、ゆずこがこのネタにこだわり続けるという。ネ

タに拘りつづけて、ゴム臭いって言って、飲むために外すんだけどまた装着し

てゴム臭いって。その次の４コマでもまたこのネタを引っ張ってすいすい泳い

で登場する。でもその次の４コマではこっから全然関係ない話しようぜ、って

言うんだけど、いきなり本をとったら「これダイバーが出てくるやつ」ってい

うんで、またそのネタに引き戻されてしまう（図８）。この回のラストで、相

川さんとゆずこのフラグが立つ、っていうのもいいですよね（２巻 p.58）。

卯月　しかし僕と夜鷹君は、どっちもゆずこがすべる回を挙げてますね（笑）。

月読　じゃあもうちょっと突っ込んでゆずこの話でもしますか？

夜鷹　ゆずこは……俺ですね。

月読　ゆずこは俺だったんですか！（笑）

夜鷹　いや俺じゃないです。ごめんなさい。

峰尾　ゆずこはゆずこだと（笑）。この回って、いわゆる「スベリ芸」に見え

ます。例えば小島よしおという芸人がいますが、小島よしおの場合は笑わせる

んじゃなくて、「そんなの関係ねぇ！」とか言って、笑顔を凍りつかせたりシー

ンとさせることこそが彼の芸の成功なわけですよね。しかしスベリ芸っていう

のは恐らく、自我の防壁的には、非常にキツイと思うんですよね。まともなや

つならメンヘってしまう世界のものだと思うんです。で、僕の解釈だとこの回

のスベリ芸っていうのは、ゆずこは最初にスベリ芸・スベリ芸・スベリ芸の連

続で押し通そうとしたんだけど、これ以上行くとメンヘるということで、急遽

やめることにする。しかしここで本の話をしたらダイバーという言葉がまた出

てしまう。ゆずこがスベリ芸を否定したのにも拘らず、スベリ芸が大成功して

図６‐２　１巻 p94

図 7　２巻 p52

・コミュニケーションの切断＆再接続

卯月　では今度はもう少し細部に観点をうつして、この回、あるいはこのシー

ンが凄い、という感じの話をしたいと思います。

とりあえず僕から挙げると、人形回（1巻 p.87-94）ですね。これはゆずこが

人形で遊ぼうとしていたのだけれど、うっかり人形の腕を折ってしまって、唯

に「なあゆずこ、お前友達の両腕折っちゃったぞ」と言われ（図５）、ゆずこ

がマジへこみしてしまう。その後唯が「いいかげんこのノリ終了！」と宣言し

てゆずこは平気な素振りをするけれど、内心では「ノリにハマりすぎてまだ

チョット疎外感が…」と思っている。ここは読んでてキツイんですが、そこか

らその次の４コマで縁の「ゆずちゃん愛してるよ」っていうフォローが入って

ゆずこが立ち直るくだりがとても良い（図６）。一旦関係のホメオスタシスが

崩れかけるんだけれど、そこがギリギリのところで修復される。この綱渡り感

はすごい、神回だなと。

峰尾　なるほど。ただこのくだりに関しては僕は別の解釈もできると思ってい

ます。縁のフォローも「ノリ」のゲームの一部として考えられるのではないか。

さっき『ゆゆ式』がユートピアなのかディストピアなのか、という話がありま

したけれど、まさにこの図６の並置された 2つの４コマというのは、『ゆゆ式』

のコミュニケーションのパターンがいとも簡単にユートピアにもディストピア

にも転びうる、というのを鮮やかに並置していると思うんですね。だから凄く

面白い。

月読　ゲームに対してメタな立場は取れない、みたいなこと？　ゲームがあっ

て、一見外部的なものが現れてたように見えるけれど、それ自体を取り込む、

みたいな？

峰尾　えーっと、ちょっと違いますね。順を追って言うと、この話では冒頭か

ら非常に不安定なゲームに乗って突っ走る。それが人形の腕が折れるというア

クシデントでにっちもさっちも行かなくなった結果、「このノリ終了！」と唯

がゲームの終了を宣言します。でもそう宣言されてしまった瞬間はゆずこに

とってゲームの失敗の宣告で、それが疎外感になった。しかしその次の話で縁

の「愛している」という言葉によって一度崩壊したゲームが復活し、ゲーム進

行の失敗がキャンセルされる。ゲームオーバーかと思いきや逆転の必殺技をキ

メたという感じですね。とにかくこれは、『ゆゆ式』の二側面を鮮やかに示し

ている「神回」にふさわしい、と思いました。

卯月　ゲームが続いているのか終わっているのかの解釈というのは未来に開か

れているために決定不可能なわけですね。

やご　これほんと凄いと思うね。こんなの描けないよ、普通の人間は。普通の

マンガ家はこういうのを思わせぶりに演出してしまうんですよね。分かってほ

しい、みたいな感じで。「効いたよー」という部分を、「（縁は私のことわかっ

てくれる）」みたいなモノローグで内面を確定させちゃうんだよね。そこで遡っ

てみると、実は「縁ちゃんだけは私のことわかってくれてると思ってたのにー」

という事前の掛け合いを周到に回収していたことに気付きます。三上先生はす

図 5　１巻 p92

図６‐１　１巻 p94


